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■活動報告
　第1回U20オリンピック育成競技者研修合宿報告
　�　2024年11月28日（木）から12月1日（日）まで、味の素ナショナルトレーニングセ
ンターにおいて、第1回U20オリンピック育成競技者研修合宿が開催され、U20オリンピッ
ク育成競技者に認定された61名の選手が参加しました。

�　2024数字で見る陸上競技　都道府県別 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者数（陸上競技）
�　陸上競技における日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の都道府県別有資格者数
（2024年10月1日付の登録者数）をお知らせします。

　第32回日本陸上競技連盟トレーナーセミナー開催案内
�　トレーナー部では毎年｢日本陸上競技連盟トレーナーセミナー ｣を開催しており、今回 
で32回目を迎えます。またセミナー修了者を対象に年1 ～ 2回の研修会も開催しています。

■大会観戦ガイド
男子第75回全国高等学校駅伝競走大会　女子第36回全国高等学校駅伝競走大会
皇后盃 第43回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会
天皇杯第30回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会

■事務局からのお知らせ
日本陸連アスレティックス・アワード 2024　12月19日（木）に開催決定！
U20世界選手権銅メダリストの中谷魁聖がダイヤモンドアスリートに認定！濱椋太郎、
古賀ジェレミー、ドルーリー朱瑛里の3名はダイヤモンドアスリートNextageに選出！
【東京世界選手権への道】参加資格有資格者一覧

日本陸上競技連盟からのお知らせ

1令和7年
2025

・個人情報の共同利用について
　https://www.jaaf.or.jp/news/article/16577/
・WRk対象競技会／広告規程について
　https://www.jaaf.or.jp/about/resist/technical/
・陸上競技場、長距離競走路の認定について
　https://www.jaaf.or.jp/about/resist/shisetsu/

・代表選手派遣大会選考要項 2024年度
　https://www.jaaf.or.jp/news/article/16334/
・代表選手派遣大会選考要項 2025年度
　https://www.jaaf.or.jp/news/article/17671/
・アンチドーピング／鉄剤注射の防止
　https://www.jaaf.or.jp/about/resist/medical/

information
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アップ方法やセルフケアの基本を学ぶ内容であった。アスリ
ートとして長期間活躍するためには、トレーニングを継続す
ることが不可欠であり、怪我予防の重要性が伝えられた。
３. 今後の合宿予定
・第2回U20オリンピック育成競技者研修合宿
スケジュール：2025年1月13日（月）～ 1月16日（木）
場所： NTC
・第3回U20オリンピック育成競技者海外研修合宿
スケジュール：2025年2月中旬
場所: 台湾・高雄、韓国・醴泉、シンガポール（予定）
４. おわりに
　COVID-19の影響により、この人数と期間で集合型の研修
合宿を実施するのは約5年ぶりであった。この間、オンライ
ン研修は継続されていたが、対面による学びの重要性が改め
て認識された。特に、世界を目指す同世代の仲間と時間を共
有し、NTCで経験を積むことは貴重な体験であり、選手た
ちのモチベーション向上にも寄与したと考えられる。
　一方で、ジュニア期からシニア期への移行は引き続き強化
育成部の課題である。本合宿の実施に留まらず、今後も多角
的な対策を講じる必要がある。

表2　第1回U20オリンピック育成競技者研修合宿　スケジュール
時間 11月28日（木） 11月29日（金） 11月30日（土） 12月1日（日）

6：00 起床 起床 起床
6：30 朝練習 朝練習 朝練
7：00 7：00 ～ 8：00 

朝食 
SAKURA Dining

7：00 ～ 8：00 
朝食 

SAKURA Dining

7：00 ～ 8：00 
朝食 

SAKURA Dining
7：30
8：00
8：30 8：30 JISS実験場集合

9：00

9：00 ～ 
測定 

JISS実験場

9：15　研修室④
集合→荷物保管

9：30 9：45  研修室集合

9：30 ～ 12：00 
トレーニング 

陸上トレーニング場

10：00
10：00 ～ 11：00 
アンチドーピング研修 

講師：鎌田浩史 
11：10 ～ 12：10 

傷害予防研修 
講師：大山圭吾 
小研修室①②

10：30
11：00
11：30
12：00 12：00 ～ 13：00

集合・受付 
大研修室12：30 12：45 ～ 13：00

閉校式　陸トレ
13：00 13：00 ～ 13：30

開講式
13：00 ～　昼食 
SAKURA Dining 

昼食後解散
13：30

昼食 
SAKURA Dining

12：30 ～ 13：30 
昼食 

SAKURA Dining
14：00 13：30 ～ 15：00 

チームビルディング 
講師：島崎湖、村松圭子

14：30
15：00

～ 18：00 
測定 

JISS実験場

15：00 ～ 17：30 
トレーニング 

陸上トレーニング場

15：30
15：30 ～ 17：30 

トレーニング 
陸上トレーニング場

16：00
16：30
17：00
17：30 17：30 ～施設案内
18：00

18：00 ～ 19：20 
夕食

18：00 ～ 19：00 
夕食 

SAKURA Dining

18：00 ～ 19：00 
夕食 

SAKURA Dining
18：30
19：00
19：30 19：30 ～ 21：00 

SNS研修 
大研修室 

講師：上田大介

19：30 ～ 20：30 
栄養研修 

講師：浜野純 
研修室①〜④

20：00
20：30
21：00
21：30

１. はじめに
　2024年11月28日（木）から12月1日（日）まで、味の素
ナショナルトレーニングセンター（以下、NTC）において第
1回U20オリンピック育成競技者研修合宿が開催され、U20
オリンピック育成競技者に認定された61名の選手が参加した
本合宿では、日本陸上競技連盟強化育成部スタッフによる専
門的なトレーニング指導に加え、U20世代の競技者が将来の
国際大会で活躍するために必要な素養を身につけることを目
的とした多様な研修プログラムが実施された（表）。以下に
主な研修内容を報告する。
２. 研修内容
① チームビルディング
　異なる種目の選手と協力し合うアクティビティを通じて、
リーダーシップやコミュニケーション能力向上を目指した。
普段接点が少ない種目間の交流がアイスブレイクとなり、陸
上競技という個人競技でありながらも、チームとして成果を
出すための意識と行動を学ぶ機会となった。
② SNS研修
　アスリートが情報発信を行う際の注意点や、SNSを活用し
た自己ブランディングについて学ぶ内容であった。近年、多
くのトップアスリートがSNSを活用しているが、不適切な投
稿が自身やチームに与える影響について具体的な失敗例を交
えた講義が行われた。これにより、責任ある情報発信の重要
性を再認識した。
③ 栄養講習
　アスリートの栄養管理やパフォーマンス向上に必要な基礎
知識を学ぶ講習であった。実践的な内容として、NTC内の
SAKURAダイニング（ビュッフェ形式）における食事の選
び方や、効率的なタンパク質摂取法について指導が行われた。
④ アンチドーピング講習
　アスリートとして必要な倫理観を高めるため、ドーピング
防止の重要性や最新ルールについての講義が実施された。ル
ールの変更が毎年あるため、U20世代の研修では必須の講義
とされている。特に、誤って禁止物質を摂取しないための日
常的な注意点が強調された。
⑤ 傷害予防研修
　怪我のリスクを最小限に抑えるため、正しいウォーミング

第1回U20オリンピック育成競技者研修合宿 報告書
強化育成部コーディネーター　大橋祐二
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　陸上競技における日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格（以下、コーチ資格）の都道府県別有資格者数（2024年10月
1日付の登録者数）です。
　日本陸連では、「指導者養成指針」に示す通り、陸上競技の指導現場に立つ全ての指導者がコーチ資格を取得することを目
指し、養成計画を立て、有資格者の拡充を図っています。昨年度は、都道府県陸上競技協会による協力のもと、過去最多と
なる71会場でコーチ資格取得の為の講習会を設けることができました。今年度もその勢いは続いており、更なる有資格者の
拡充が進められています。
　現在、スポーツ活動の現場では、コーチ資格の義務化が進んでいます。また、中学校運動部活動の地域移行に伴い、指導
者の質および量の確保が重要となっています。日本陸連では2025年度から、中学生以下が所属するチーム（学校を除く団体）
においては団体登録をする際にコーチ資格保有者(JAAF公認スタートコーチ以上)が含まれることが必須となります(ただし、
2026年度までは特例措置として公認スタートコーチ、同ジュニアコーチ、同公認コーチ養成講習会の修了も認められます)。
今後も、より多くの指導者が受講できるよう、学習や資格取得の場を提供していきます。

2024数字で見る陸上競技
都道府県別 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者数（陸上競技）

日本陸連 強化部 指導者養成課

日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格（陸上競技） 2024年10月1日付登録者数

都道府県
JSPO 

スタートコーチ
JSPO 
コーチ1

JSPO 
コーチ2

JSPO 
コーチ3

JSPO 
コーチ4 合計

2023/10/1からの増減 女性指導者

JAAF公認 
スタートコーチ

JAAF 
公認ジュニアコーチ

JAAF 
公認コーチ

2023年 
データ

増減 
（▲は減）

人数 
（2024年）

割合 
（%）

北海道 32 141 0 17 5 195 170 25 32 16.4
青　森 28 80 0 21 3 132 97 35 23 17.4
岩　手 0 77 0 27 5 109 108 1 22 20.2
宮　城 7 87 0 13 1 108 99 9 18 16.7
秋　田 20 47 0 11 0 78 56 22 18 23.1
山　形 27 98 0 19 4 148 145 3 36 24.3
福　島 16 145 0 34 2 197 158 39 36 18.3
茨　城 10 78 0 36 9 133 129 4 17 12.8
栃　木 18 91 0 28 2 139 121 18 19 13.7
群　馬 31 105 1 25 3 165 146 19 20 12.1
埼　玉 58 228 2 63 10 361 339 22 51 14.1
千　葉 94 186 2 54 6 342 284 58 55 16.1
東京都 161 362 1 111 21 656 589 67 133 20.3
神奈川 71 209 0 33 8 321 282 39 55 17.1
新　潟 25 116 3 34 5 183 172 11 26 14.2
富　山 1 92 0 16 1 110 117 ▲7 18 16.4
石　川 0 56 1 11 1 69 70 ▲1 12 17.4
福　井 7 80 0 21 1 109 94 15 21 19.3
山　梨 19 51 10 28 5 113 101 12 23 20.4
長　野 24 146 0 41 4 215 208 7 37 17.2
岐　阜 28 92 3 18 3 144 110 34 35 24.3
静　岡 3 160 5 30 5 203 191 12 28 13.8
愛　知 33 180 0 55 4 272 225 47 48 17.6
三　重 28 132 1 37 3 201 178 23 42 20.9
滋　賀 9 52 0 31 4 96 83 13 18 18.8
京都府 17 82 0 41 4 144 130 14 29 20.1
大阪府 19 189 3 25 3 239 236 3 45 18.8
兵　庫 14 151 0 29 1 195 172 23 27 13.8
奈　良 3 49 0 19 1 72 68 4 13 18.1
和歌山 0 78 0 10 2 90 92 ▲2 14 15.6
鳥　取 1 42 0 9 0 52 54 ▲2 7 13.5
島　根 0 29 0 7 2 38 34 4 9 23.7
岡　山 23 64 0 16 5 108 82 26 21 19.4
広　島 24 117 2 45 5 193 182 11 41 21.2
山　口 10 85 2 16 3 116 103 13 14 12.1
徳　島 18 40 1 13 1 73 63 10 16 21.9
香　川 0 39 0 18 2 59 68 ▲9 13 22.0
愛　媛 21 45 0 23 2 91 82 9 23 25.3
高　知 1 39 1 13 1 55 54 1 7 12.7
福　岡 15 112 1 27 5 160 154 6 19 11.9
佐　賀 3 72 0 21 2 98 74 24 20 20.4
長　崎 0 53 3 17 2 75 75 0 14 18.7
熊　本 1 70 0 20 3 94 86 8 16 17.0
大　分 37 55 10 20 1 123 126 ▲3 31 25.2
宮　崎 3 91 2 20 0 116 117 ▲1 18 15.5
鹿児島 25 86 0 31 1 143 122 21 30 21.0
沖　縄 0 47 1 3 1 52 52 0 10 19.2

計 985 4,726 55 1,257 162 7,185 6,498 687 1,280 17.8
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第32回日本陸上競技連盟トレーナーセミナー開催案内
陸上競技現場で活動するトレーナーのためのセミナー

　　1992年、日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部は、1）陸上競技における選手サポート体制の確立、2）
トレーナーの意識、知識、技術の向上、3）トレーナーの地位確立、を主旨として設立されました。
　トレーナー部では毎年｢日本陸上競技連盟トレーナーセミナー ｣を開催しており、今回で32回目を迎えます。す
でに多くの方がトレーナー部部員として、日本各地で地域に根ざしたトレーナー活動や、トップアスリートが参加
する国内外の競技大会における救護活動やコンディショニングなど、幅広いサポート活動を行っています。またセ
ミナー修了者を対象に年1 ～ 2回の研修会も開催しています。
　第32回セミナーは以下の要領で開催いたします。受講希望の方は申込方法に従ってお申込下さい。

記
主催：公益財団法人日本陸上競技連盟
運営：公益財団法人日本陸上競技連盟 医事委員会 トレーナー部
期日：2025年3月7日（金）～ 9日（日）（3日間）＊初日9：30集合、最終日16：30終了予定
場所：味の素　ナショナルトレーニングセンター 大研修室
参加費：￥27,500（税込）　※教材費込み
定員：100名（先着順）　
参加資格：①現在陸上競技の現場に携わっている方（治療院・病院のみの活動では不可）
　　　　　②�救急法に関する資格を保有、もしくは救急法に関する講習等に参加したことがある方。かつ、他人の

助力なしに一人で救護活動ができる方。
　　　　　③3日間全日程を受講できる方
　　　　　④高校卒業以降の方
申込方法：�日本陸上競技連盟医事委員会トレーナー部のページの、お申込みフォームに必要事項を記載し、お申し

込みください。
　　　　　＊サイトは1月6日（月）よりオープン致します
　　　　　＊記載に漏れが有る場合は、申込を受諾できませんのでご注意下さい。
申込みHP：https://www.jaaf.or.jp/about/resist/trainer/
受付開始：2025年1月6日（月）9：00 ～
締め切り：2025年1月20日（月）24：00
　　　　　＊�受講受付は基本的に先着順とします。また、お申し込みが定員以上で、同一所属団体（学校）からの

お申し込みが多数の場合、所属団体内での調整をお願いする場合もありますので、予めご了承ください。
　　　　　＊定員を超えた場合は、陸上競技現場での活動状況により、お断りすることがあります。
　　　　　＊2月中旬迄に参加の採否をメールにて通知させて頂きます。
　　　　　＊受講料の入金方法は、受講が確定した方に別途ご案内いたします。

〈カリキュラム〉
「トレーナーガイダンス」       
「健康管理」                   
「ドーピング・コントロール」   
「整形外科－体幹・脊柱－」     
「整形外科－下肢－」      　   
「整形外科－上肢－」
「婦人科疾患」                 
「栄養学」                     
「バイオメカニクス」           
「コンディショニング」      　　
「アスレティックリハビリテーション」
「救急法」 

〈本件問合せ先〉
・Emailにてお問合せください
・日本陸連トレーナーセミナー：担当村田
・Email：trainer-kensyu@jaaf.or.jp
　※�件名に「第32回トレーナーセミナーについて」
と記載してください

＊�講師は本連盟医事委員会委員のドクター、トレーナー部運営委
員を予定しています。
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皇后盃 第43回全国都道府県対抗
女子駅伝競走大会

▼�期日：2025年1月12日（日）午後0時30分スタート（雨
天決行）

▼�コース：たけびしスタジアム京都をスタート・フィニ
ッシュとする付設駅伝コース

▼区間と距離：9区間　42.195km
　第1区6km（たけびしスタジアム京都）
　第2区4km（衣笠校前）
　第3区3km（烏丸鞍馬口）
　第4区4km（丸太町河原町）
　第5区4.1075km（北白川山田町）
　第6区4.0875km（国立京都国際会館前）
　第7区4km（北白川別当町）
　第8区3km（丸太町寺町）
　第9区10km（烏丸紫明）
▼�問合せ先：大会事務局　〒604-8567　京都市中京区
烏丸通夷川上ル（京都新聞COM事業推進局内）

　�TEL：075-213-0367　FAX：075-241-5271（月～金曜
日の10：00 ～ 17：30　土・日・祝日と年末年始は休業） 
▼大会ページ：
　https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1902/

天皇杯 第30回全国都道府県対抗
男子駅伝競走大会

▼�日時：2025年1月19日（日）12時30分スタート（雨
天決行）

▼�コース：平和記念公園前を出発、平和大通り、宮島街
道を西進し、JR前空駅東（廿日市市大野）を折り返し、
平和大通り、城南通りを経由、平和記念公園前を決勝
とする7区間、48.0㎞のコース

▼区間と距離：7区間、48.0㎞
　第1区7.0km（平和記念公園前―広電井口駅東）
　第2区3.0km（広電井口駅東―海老園交差点）
　第3区8.5km（海老園交差点―宮島口ロータリー）
　�第4区5.0km（宮島口ロータリー―JR前空駅東〈廿
日市市大野〉折り返し―JR阿品駅南）

　第5区8.5km（JR阿品駅南―広島工大高前）
　第6区3.0km（広島工大高前―草津橋）
　�第7区13.0km（草津橋―平和台通り、城南通り経由
―平和記念公園前）

▼問合せ先：大会事務局
　〒730-0854 広島市中区土橋町7-1　中国新聞ビル1F
　TEL 082-292-0601　FAX 082-292-0680
　事務局E-mailアドレス info@hiroshima-ekiden.com
▼大会ページ：
　https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1903/

男子第75回 全国高等学校駅伝競走大会
女子第36回 全国高等学校駅伝競走大会

▼期日：令和6年12月22日（日） 
　女子：10時20分出発
　男子：12時30分出発（雨天決行）
▼�コース：たけびしスタジアム京都付設駅伝コース（男
子全国高校駅伝コース／女子全国高校駅伝コース）
▼区間と距離：
　男子 42.195km 7区間
　第1区10km（たけびしスタジアム京都～烏丸鞍馬口） 
　第2区3km（烏丸鞍馬口～丸太町河原町）
　第3区8.1075km（丸太町河原町～国際会館前）
　第4区8.0875km（国際会館前～丸太町寺町）
　第5区3km（丸太町寺町～烏丸紫明）
　第6区5km（烏丸紫明～西大路下立売）
　第7区5km（西大路下立売～たけびしスタジアム京都）
　女子 21.0975km 5区間
　第1区6km（たけびしスタジアム京都～衣笠校前）
　第2区4.0975km（衣笠校前～烏丸鞍馬口）
　�第3区3km（烏丸鞍馬口～室町小学校前折返し～北大
路船岡山）
　第4区3km（北大路船岡山～西大路下立売）
　第5区5km（西大路下立売～たけびしスタジアム京都）
▼�アクセス：京都駅「C5番乗り場」から京都市営バス
23号「西京極運動公園前」下車 徒歩5分

　京都市営地下鉄烏丸線「京都」から「四条」
　阪急電車「烏丸」から「西京極」下車　徒歩10分
▼�問合せ先：【競技に関すること】京都両洋高等学校内 
全国高等学校駅伝競走大会事務局
　〒604-8851 京都市中京区壬生上大竹町13
　TEL 090-3844-3398（事務局次長）� FAX 075-841-0178
　�【その他】毎日新聞大阪本社スポーツ事業部内 全国高
等学校駅伝競走大会事務局 〒530-8251 大阪市北区梅
田3-4-5� TEL 06-6346-8249　FAX 06-6346-8372
▼大会ページ： 
　https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1898/

大会観戦ガイド
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事 務 局 か ら の お 知 ら せ

1 5 41 5 4

◇◆日本陸連アスレティックス・アワード 2024　12月19日（木）に開催決定！◇◆
　「日本陸連アスレティックス・アワード（陸連アワード）」は 2007年にはじまり、今回で18回目を迎えました。この会は、当該年に
優秀な成績を収めた競技者や、陸上を通じてスポーツ界や社会で活
躍された方々を称えるとともに、本連盟をご支援いただいている皆
さまに感謝の意をお伝えする会とし、さらには日本陸上界の今後の
発展を期することを目的として開催してきました。本年は、2024
年の陸上界に明るいニュースと多くの方に元気を届けていただいた
受賞者の方々をご招待し表彰いたします。

▼詳細はこちら
　https://www.jaaf.or.jp/news/article/21194/

▼特設サイトはこちら
　https://www.jaaf.or.jp/award/2024/

◇◆�U20世界選手権銅メダリストの中谷魁聖がダイヤモンドアスリートに認定！濱椋太郎、古賀ジェレミー、ドルーリー朱瑛里
の3名はダイヤモンドアスリートNextageに選出！◇◆

　本連盟では、国際大会における活躍が大いに期待でき、将来、国
際社会に貢献できる次世代の競技者を強化育成する「ダイヤモンド
アスリート」制度を2014年から展開しています。
　この度、新規認定者1名、継続認定者3名からなる4名の第11
期ダイヤモンドアスリートおよび3名のダイヤモンドアスリート
Nextageを選出しましたのでお知らせいたします。

▼詳細はこちら
　https://www.jaaf.or.jp/news/article/21212/

◇◆【東京世界選手権への道】参加資格有資格者一覧◇◆
　2025年9月13日（土）～ 21日（日）に東京（日本）で開催される世界陸上競技選手権大会の参加資格有資格者をお知らせします。
　（随時更新中）

▼詳細はこちら
　https://www.jaaf.or.jp/news/article/20947/
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